
                   

                                      木の実幼稚園 

                              【 令和６年（2024年） 10月号 】 

その子なりの「できた！」を大切に 

 「今年の夏はまだ終わっていない！」と誰もが思うほど、とても厳しい残暑が続く毎日でしたが、ここ１週間ほどで、

ようやく秋の訪れを感じられるような気候となってきました。 

２学期がスタートし、早１ヵ月。いま園内では運動会に向けての遊びや活動で毎日活気に溢れています。ということで、

今月は体育遊び担当の國田がお話しさせていただきます。 

 

 先日、年少組の子ども達が園庭でかけっこをしている場面を見ていました。初めは走るだけのかけっこですが、次第に

障害物が増えて段々と難しくなっていく内容です。そんな展開に子ども達はみんな興味津々！どんどんチャレンジし、乗

り越えてゴールで待つ担任の先生の元まで駆けていきます。その顔は、どの子も自信と達成感で溢れています。 

しかし、１人の子が巧技台で作った少し高いお山に登った後、その台の上からジャンプして降りるのを躊躇しています。

「ちょっと怖いな・・」台の上に立っているその子の後ろ姿からはそんな心の声がひしひしと伝わってきました。でも勇

気を出して「よし、行くぞ！」と心に決めたのでしょう。少し膝を曲げ、体を前かがみにして、いよいよジャンプという

体勢に。しかし、本当にあともう一息というところで、「やっぱり無理・・」と思い切ってジャンプできません。担任の先

生も「大丈夫！頑張れ！！」と声をかけながらその子を見守っています。 

しばらくそんな状況が続き、担任の先生も私も、ジャンプできるように手を差しのべようか、それとももう少し見守ろ

うか・・・。でも次の瞬間、その子はくるっと体を反転させて、台に手をついて、片足ずつ下におりたのです。そしてゴ

ールで待っている先生の所まで全力で駆けていき、最後はとても嬉しそうな顔で先生とハグをしていました。 

その後、私はその子に「ゴールできたね！よかったね！」と声をかけにいきました。すると、嬉しそうに「うん！」と

頷いたあと、「できなかったけど、できた！」と私に言ったのです。私は、その言葉を聞いて、改めてその子なりの「でき

た！」ということの大切さを感じました。確かに自分がやりたかったこと、イメージしていたことと違っていたかもしれ

ませんが、自分なりに挑戦しようとしたことや、自分ができそうな方法を自分で考えて、先生が待つゴールまで辿り着け

た。それは、紛れもなくその子なりの「できた」なのです。 

その言葉に私も嬉しくなり、「うれしいね！またやろうね！」と返すと、笑顔で「うん！」と答えながらクラスのお友達

の方へ駆けていきました。幼児期に自分なりにできたという充実感や満足感を感じることは、とっても大切なんですね！ 

 

 そんな、自分なりにできたことや一生懸命やれたことに充実感を感じたり、満足感を得たりすることは、年少組の子ど

もだけでなく、年中組や年長組の子ども達にとっても何よりも大事にしていきたいと思っています。 

 

 先日、年中組のあるクラスの子ども達と一緒にかけっこをすることになりました。「がんばるぞ～！」と張り切る私に、

子ども達はやる気満々の顔で「おにぎり先生に絶対に負けないから！」と口々に言います。そう、年中組になると、次第

に自分の順番や勝敗に意識が向いてくるのです。 

 １回に４人ずつ、よーいドンの合図で一斉に駆けだし、ゴールを目指します。その姿は、真剣そのもの。みんなが自分

なりに力いっぱい走りきる姿を、私は一緒に走りながらも後ろから見守っていました。ゴールすると、早く走れたことに

嬉しさや喜びを感じたり、２番や３番だった子でも「おにぎり先生には勝てたもんね！」と嬉しそうに全員が満面の笑顔

を浮かべながら、「またやりたい！！」とすでに次回への期待を抱いていました。 

 

このように、自分が早かった！勝てた！そんな経験が自信となり、次への意欲に繋がっていくので、普段の保育の中で

も様々な遊びで、勝ったり、うまくできたりという成功体験を積み重ねていくことは大事にしています。今回も「おにぎ

り先生に勝てた！」という経験が嬉しさとなり、何か少しでもみんなの自信に繋がってくれたらと思っています。 

しかし一方で、勝ち負けを本来の教育の目的にしている訳ではありません。運動面においても、得意な子もいれば、中

には運動することや走ることが苦手な子もいて、競い合う遊びとなると、なかなか勝てる経験ができないこともあります。

もちろん成功体験と同じように、失敗すること、うまくいかなかったことを経験することも大切ですが、得意、苦手、成

功、失敗よりも「自分なりに一生懸命できたこと」を１番大事にしてほしいのです。 

だからこそ、かけっこが終わったあと、まず私は子ども達に「今日のかけっこで、一生懸命力を出して最後まで走れた

人！？」と問いかけました。すると、「めっちゃ頑張った！」、「いっぱい力だした！！」と、全員の子が手を挙げてくれま

した。そして「まずはそれが１番大事！！一生懸命ゴールまで走れたことに拍手～！！」とみんなで拍手すると、なんと

も誇らしげな顔で、自分なりにできたことに喜びや充実した気持ちを感じてくれたようでした。 

 

 もうすぐ運動会です。今年もその子なりの「できた！」がたくさん感じられる日になればと願います。 

体育遊び担当 主事 國田 一志 



行 事 予 定 

 

１（火） 令和７年度新入園児願書受付開始 

      新規の方の受付開始時間は 10：30から、在園卒園兄弟関係の方の受付は 13：０0 から 

となります。※出来る限り１日（火）中に願書をご提出ください。 

現ナースリー組園児の方は、２日（水）に受付致します。（別途案内済み） 

 

 ３（木） 午前保育 ※午後から新入園児面接試験の為、保育終了後の預かり保育はありません。 

 

１０（木） お弁当日 

 

１１（金） 午前保育 ※午後から運動会準備の為、保育終了後の預かり保育はありません。 

 

１２（土）  運動会  ＜※雨天順延 13（日）～15（火）いずれか１日＞ 

        【 場所 】 阪南大学野球グラウンド（木の実幼稚園南側） 

【午前の部】 ９：００～１１：３０ Ｂグループ（集合時間  ８：５０） 

        【午後の部】１３：３０～１６：００ Ａグループ（集合時間 １３：２０） 

               ※午前、午後の振分けは毎年交代制となっております。 

※時間は予定です。若干変更となる可能性があります。 

 

１５（火）  運動会の振替休日 幼稚園はお休みです。 

 

１６（水）  衣替え  長袖ポロシャツ、ズボンまたはスカート、ベレー帽（入園のこころえ参照） 

            なお、セーターは１１月より着用ですが、寒い日は随時着せて下さい。 

 

２４（木）  年中組  遠足 

２５（金）  年少組  遠足 

３０（水）  ナースリー組  遠足 

 

 

お 知 ら せ 

 

☆運動会に向けて～ 

・１日（火）からカラ―帽を着用して登園します。詳細は「れんらくアプリ」に掲載しております。 

・体操服や帽子に装飾を付けるのは禁止です。（帽子は、内側にのみ可。ただし、あくまで目印としての小さな

もの）万一、付けて来られても外していただくことになります。 

 

☆衣替え以降、体育遊び時の服装について 

 衣替え（10/16 以降）の各クラスの体育遊びの日は、冬用体操服（グレーのトレーナー上下）とカラー帽子で

登園して下さい。（暑い日は、上のトレーナーを着ずに、長袖ポロシャツのみでも結構です。） 

 

☆年長組 就学前健康診断・私立小学校受験について 

１０月から１２月にかけて、各園児が進学する小学校で就学前健康診断が実施されます。各市からの通知の

通り、各自で就学される小学校に健診を受けに行ってください。 

この場合（就学前健診）と私学・国公立小学校の受験や子ども同伴での入学説明会に参加される際、保育終

了時間より前に降園する場合は、早退扱いにはなりませんので、事前に必ず担任まで連絡ノートまたはお電話

でお知らせください。 

また、遠方等どうしても保育を休んで参加しなければならない場合は、公欠扱いになります。（私学受験の場

合は、事前に受験票のコピーをご提出願います。既に私学受験をされた方で上記に該当する場合は、担任まで

お申し出ください。） 

詳細は別紙にてお知らせ致します。 


